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チームを育むソーシャルワーク

福岡県スクールソーシャルワーカー協会

第５回記念大会

基調講演

「福岡県におけるチーム学校推進事業と

スクールソーシャルワーカーへの期待」

講 師：相原 康人（福岡県教育庁教育振興部義務教育課 課長）

座 長：門田 光司（本協会 会長／久留米大学 教授）

大会シンポジウム

「子どもの居場所づくりとソーシャルワーク」

シンポジスト：大 橋 由美子（グリーンコープ生活協同組合ふくおか 理事長）

馬男木 幸 子（福岡市社会福祉協議会地域福祉課 課長）

梶 谷 優 子（本協会 運営委員／福岡県教育委員会 ＳＳＷ・ＳＶ）

座 長：寺 田 千栄子（本協会 運営委員／北九州市立大学 講師）

2016.7.02（SAT）
北九州市立大学 北方キャンパス
北九州市小倉南区北方４丁目２番１号

※ SSW・SV:スクールソーシャルワーカー・スーパーバイザー



特別研修Ａ

「トークセッション ―スクールソーシャルワーカーが伴走した卒業生から学ぶ―」

講師：Aさん

講師：高口 恵美（本協会運営委員／福岡県教育委員会 ＳＳＷ・ＳＶ）

コーディネーター：奥村 賢一（本協会 副会長／福岡県立大学 准教授）

特別研修Ｂ

「震災後に求められるスクールソーシャルワーカーの役割」

講 師：土屋 佳子（立教大学兼任講師／福島県等 ＳＳＷ・ＳＶ）

今回スクールソーシャル

ワーカー（以下、SSW）が過

去に支援していた当事者の方

から、当時の思いという貴重

な話を聴かせていただくこと

ができとても勉強になりまし

た。

今回話をしてくださったA

さんは「不登校」ということ

での支援でしたが、その話の

中で私が一番印象に残ったこ

とは「学校に行ったときは無

理して普通を装っていた」と

いう言葉でした。私も学校現

場で働き始めて少しずつでは

ありますが様々なことで困っ

ている子どもたちと関わらせ

ていただいています。その中

にもAさんと同じように学校

に行くのは嫌がるけれど来た

ら友達と楽しそうに過ごして

いる子どもが数人います。そ

れに対し私も含め教職員は

「何であんなに楽しそうなの

に学校に来たがらないのだろ

う」と不思議に感じており、

その子に対しどうアプローチ

をすればいいのか悩んでいた

のですが、Aさんの話を聴い

て「実はあの子も無理をして

いるのではないか」と考える

ことができました。SSWとし

て働く上で一方向からだけで

はなく多方向から子どもを観

ることの大切さは十分に理解

していましたが、全く実践が

できていない自分に気づくこ

とができました。今後困って

いる子どもと関わりを持って

いく中で子どもの言動一つひ

とつを意識して捉えていくこ

とは当然ですが、今現在の自

分の行動に対しても常に意識

し、私自身の考えに偏りがな

いのか、きちんと「SSW」と

いう立場から子どもたちを観

ることができているのか等を

振り返りながら支援に臨も

う！という新たな意気込みが

できました。

今回たくさんの人たちの前

で緊張されながらも堂々と自

身の過去を話されていたAさ

んを見て、私自身も現在支援

している子どもたちが将来大

人になり子ども時代を振り

返った際、「あの時あの選択

をしてよかった」と思うこと

ができるように「現在」だけ

ではなく先を見据えた支援を

していこうという励みになり

ました。今回は貴重な研修に

参加させていただきありがと

うございました。

正会員 宮城 亜由己

特別研修Bでの土屋先生の

ご講演では、貴重な東日本大

震災後の生々しい現実、被災

地でのSSWの重要性、今後の

役割を拝聴させて頂き、大変

有意義な時間となりました。

被災経験のない私にとって

災害とは鈍感でどこか他人事

だったのですが、改めて福祉

の視点でみると、当時のTV報

道・ネットの情報では「家族

の絆が深まり、近隣同士皆で

助け合い、思いやりの精神復

活！」と美化された正の部分

しか見えてなかったのですが、

その裏では、震災前よりも深

刻化する児童虐待、ネグレク

ト、非行や住民間での障害

児・者への偏見、差別等、負

の部分を知り、大きな衝撃を

受けました。想像以上の被災

地の生活場面で子どもたち、

保護者へのメンタルケア、管

理職・教師へ向けてのグルー

プワーク、研修会、それぞれ

の居場所づくり等あらゆる問

題を解決に導き支援へと日夜

奮闘された土屋先生に畏敬の

念と感動を覚えます。

先生の被災地支援で見えて

きたものから平時の大切さ、

非日常が子どもたち、延いて

は大人をも緊張状態におき、

平静を失い心が壊れていく。

そこに心のケア、環境改善、

生活を立て直し、平時へと支

援していくSSWは災害時に限

らず、大きな存在であり、常

にアウトリーチで地域を巻き

込み多岐にネットワークを拡

げ、対応していくことが大切

だとおっしゃいました。SSW

は、一人専門職です。個々の

SSWが気の遠くなるような難

題にひとつひとつ丁寧に対応、

支援していくことが次代の

SSWの地位向上へつながると

考えます。

最後に「それぞれの人が、

それぞれの場所で、それぞれ

ができることをする。その

「実践知」をつみあげること

が支援につながっていく」と

いう土屋先生のお言葉を深く

心に刻み、SSWを目指してい

きたいと思います。

学生会員 長崎 淳子



基調講演においては、「福岡県におけるチー

ム学校推進事業とスクールソーシャルワーカー

への期待」について、お話を聞くことが出来ま

した。現在、北九州市でSSWとして仕事を行う

中で私たちが義務教育を受けていた頃と比較す

ると様々な事が複雑化・多様化してきているこ

とを実感しています。また学校の組織・体制の

現状についても現場では厳しい声を聞くことも

あり、不登校・非行等に対する子どもたちへの

対応に苦慮しているところです。その中で学校

を中心として色々な関係機関・専門職とチーム

を組んで、問題を抱える子どもたち・家庭への

支援をしていけることが理想で、そのような体

制づくりをしていけるように今後も取り組んで

いきたいと思っています。また、SSWの増員の

方向についても、大変嬉しく思っています。

大会シンポジウムにおいては、「子どもの居

場所づくりとソーシャルワーク」という実践事

例を聞くことが出来ました。正直なところ、ま

だまだ現在の自分には余裕がなく、目の前にあ

る課題に対してどのように対応し、どのように

解決に導いていくのかということに必死だとい

うことに気づかされました。梶谷さんのように

色々な思いを「何とかしたい」「居場所をつく

りたい」という働きかけから、社会福祉協議会

やグリーンコープの方と連携を図り、一つの資

源を創るという活動に感動しました。また、

「地域が持っている力は、無限大」「地域が

持っている力を引き出す専門職だ」これらの言

葉も、心に大きく響きました。

自分は無力だなと思いますが「私一人の力は、

とても小さいけれど沢山の方々と一つになれば

大きなことが成し遂げられる」それを信じて、

たくさんの人と繋がっていきたいと改めて思い

ます。また余裕のある専門職の一員になれるよ

うに、これからも沢山の経験を積み重ねて取り

組んでいきたいと思います。第5回記念大会に

参加できたことを本当に幸せに思います。あり

がとうございました。

正会員 井口 奈奈

基調講演にて、「福岡県におけるチーム学校

推進事業とスクールソーシャルワーカーへの期

待」というテーマでお話をきかせていただきま

した。教育を主の機能としたフィールドのなか

で、「チーム学校」として、SSWに何が求めら

れているのかを、改めて学ぶことができました。

SSWは、困っていたり悩んだりしている子ども

の最善の利益のために活動をし、子どもの可能

性を引き出すお手伝いをされる、学校の現場で

必要不可欠な存在であると実感しています。し

かし、学校という文化のなかで、時に、一見す

るとSSWの考え方が受け入れられないように感

じる場面もあるのではないかと思います。その

ような時、お話の中にあった「多様な個性が生

かされる教育の実現」や、「希望する教育を受

けることを阻む制約の克服」など、教育委員会

や学校と同じ方向性を再認識・再共有すれば、

「チーム学校」として、よりよい方向に進むの

だろうなと感じることができました。

シンポジウムでは、SSWがご経験のなかで、

子どもの居場所という社会資源の必要性を見出

し、それを関係機関へ発信していくことで、地

域を巻き込んだ大きな動きになるという、大変

勉強になる事例を紹介していただきました。私

自身教育委員会で働いているため、自分の視点

が、学校・教育という枠組みの中だけでの発想

になってしまうことがあります。子どもたちの

ために何が必要かを広い視点で考え、行動や発

言をしていくと、メゾレベルやマクロレベルで

の大きな動きになっていくのだと勉強になりま

した。また、活動の場である地域の強みや配慮

すべき点を押さえることの必要性や、関係機関

の強みを生かしていくスキルの重要性を感じま

した。貴重な講演・シンポジウムに参加させて

いただき、ありがとうございました。

賛助会員 堀川 裕美

基調講演

「福岡県におけるチーム学校推進事業と

スクールソーシャルワーカーへの期待」

講 師：相原 康人（福岡県教育庁教育振興部義務教育課 課長）

座 長：門田 光司（本協会 会長／久留米大学 教授）

大会シンポジウム

「子どもの居場所づくりとソーシャルワーク」

シンポジスト：大 橋 由美子（グリーンコープ生活協同組合ふくおか 理事長）

馬男木 幸 子（福岡市社会福祉協議会地域福祉課 課長）

梶 谷 優 子（本協会 運営委員／福岡県教育委員会 ＳＳＷ・ＳＶ）

座 長：寺 田 千栄子（本協会 運営委員／北九州市立大学 講師）



Senmon

2016年2月研修会

Yousei

テーマ：「実践記録作成法～其の弐～」

講 師：奥村 賢一

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 副会長

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科 准教授

テーマ：「スクールソーシャルワーカーの動き～配置型～」

講 師： 土井 幸治

志免町教育委員会 スクールソーシャルワーカー

Kiso

テーマ：「他機関との連携について考える

～他領域ソーシャルワーカー経験者の声～」

講 師：中筋 啓介

（元障害福祉サービス事業所 支援員）

福岡市教育委員会 スクールソーシャルワーカー

荒巻 智之

（元精神科病院 PSW）

須恵町教育委員会 スクールソーシャルワーカー

そぴあしんぐう



今回初めて研修に参加させ

ていただきましたが、SSWの

配置形態の基礎知識から事例

に基づいた現場での動きまで、

幅広く勉強させていただきま

した。SSWの様々な配置形態

がある中で、それぞれのメ

リットやデメリットが分かり

やすく理解できました。「拠

点巡回型」・「派遣型」・

「指定校配置型」それぞれの

配置で、学校側のSSWの存在

感や認識、支援の進め方も変

わってくると思うので、それ

ぞれの特性にあわせてどう行

動すべきかをまず自分自身が

しっかり理解しなければなら

ないと思いました。

指定校配置型の事例問題に

ついては、SSWの1日の動きを

実際に考え、グループで共有

しました。なかなか聞くこと

ができない、現場で働かれて

いる先輩方の色々な意見を聞

くことができ、貴重な時間と

なりました。中でも、1つの

事例に対してそれぞれの異な

る意見を聞くことができ、

様々な気づきや動きがあるこ

とを知り大変勉強になりまし

た。また、支援を行うにあた

り、限られた少ない時間の中

で、SSWが「積極的」に関係

者や関係機関に働きかけ、情

報を引き出し、気づき、提案

する、ということが参加者か

らの意見で共通しており、重

要なポイントだと感じました。

子どもへの最善の支援のため、

学校やSSW、地域、その他機

関の機能分担をうまく調整し

なければならないと思いまし

た。限られた勤務時間の中で

よりよい支援を行うために、

何ができるのかを考え優先順

位をつけることが重要である

と感じました。現場でのケー

スは一つ一つ違うので、迅速

な判断で臨機応変に対応でき

るよう、積極的に勉強し、ま

た本日の研修で学んだことを

今後に活かしながら現場で頑

張りたいと思いました。研修

に参加させていただくことで、

自分自身の意欲の向上につな

がり、大変有意義な時間とな

りました。本日は、貴重なお

時間を本当にありがとうござ

いました。

正会員 渡邊 夢

「ケースを的確にアセスメ

ントしている人のレポートは

わかりやすく、ケース会議等

での検討もスムーズに進む」

ということに異論を唱える人

はいないと思いますが、その

前提となる「情報と記録」に

ついて、今回は、様々なバリ

エーションでの模擬面接、

オール演習で学び考える機会

を与えて頂きました。

面接のときのメモの取り方

についての学びから始まりま

した。実際の面接場面を設定

し、グループで個人メモの見

せ合いを行いました。実に三

者三様で、同じ場面で同じこ

とを聞いたのに、聞き取った

こと、人間関係、事実関係の

捉え方等々、その分量さえも

様々、それぞれのSSWの個性

が出ていて興味深かったです。

聞き取った記録の内容を精

査していくというワークでは、

雑多な記録の中には主観的な

ものと客観的なものがあり、

区別しなければならないとい

う、あたりまえのことですが、

今まであまり意識してこな

かったことに気づかされまし

た。SSWの見立てによって、

情報の捉え方が異なるという

ことも多々あり、グループ内

の意見交換が盛り上がりまし

た。

更に、項目別（時間、場所、

出来事、所見等）に分けられ

た面接記録シートを用いて記

録をとるという試みも体験し

ました。これは項目別に書き

込むことを意識しすぎて大事

なポイントを見逃してしまう

傾向がグループ全員に見られ

ました。面接時の記録のツー

ルはシンプルなものに限るよ

うです。

面接の場では、限られた時

間に少しでも多くの情報を聞

き出すことはもちろんのこと

ですが、その情報の精査、さ

らにその内容を掘り下げてい

くテクニック等を身につける

ことの必要性を、改めて意識

できた９０分間の演習であっ

たと思います。私的には久し

ぶりに集中力を使いちょっと

疲れましたが、グループワー

クの中で自分の思い込み等に

も気づかされ有意義な時間を

過ごせました。早速明日から

の実践に役立てていきたいと

思います。

正会員 古賀 勝子

Senmon

Yousei

型SSWのとある１日について想像しよう！

指定校配置型



Kiso
前半の「障がい者居住サポートセンター」については、な

んとなくでしか認識していなかったのですが、具体的なエピ

ソードがあり業務内容のイメージがしやすかったです。一言

で「居住サポート」といっても単純に「家を紹介して契約の

際に支援する」というものではなく、引っ越しの段階から始

まり、生活が始まってからも24時間体制で様々なサポートを

行うとのことでした。その業務は多岐にわたり、苦労もたく

さんあったかと思いますが、それらを含めて明るく話されて

いて、なんだかこちらまで勇気が湧いてきました。普段支援

を行う際には「衣・食・住」のうち衣と食に目が向きがちで

すが、ある意味生活の基盤ともいえる住の部分の安定がいか

に日常生活に影響を与えるか、ということを改めて考えさせ

られました。

後半は「精神科ソーシャルワーカー」のお話でした。連携

させてもらう機会は何度かあったのですが、どういう状況で、

どんな思いで働いておられるのかが垣間見られてよかったで

す。病院というところはどうしても内部の事情や様子がみえ

にくく、正直に言って初めて連携する際には他の機関よりも

緊張します。しかし、お話をききながらこちらも悩みや葛藤

のなかで働いていると分かり、親近感を感じました。必要以

上の緊張はやめようと思いました。

連携というのは普段何気なく使っている言葉ですが、「何

の目的で」「何をしてほしい」「そのために自分や学校が何

をするか」このあたりが曖昧だと支援内容がぼやけたものに

なってきます。そうならないための予防線の一つとして、き

ちんと連携先のことを知っておく必要があります。お二人の

話から、機関のイメージや先入観から敬遠したりせずに自分

からつながりを求め、そこで働いている人を知ろうとするこ

とが大切だと学びました。それこそが机上だけではない生き

た知識になるのだと思います。

正会員 峯 まなみ



Tokubetsu

Shonin

テーマ：「実践報告～それぞれの良いところから学ぼう～」

報告者：中田 眞知子

田川市教育委員会 スクールソーシャルワーカー

高村 妃登美

糸島市教育委員会 スクールソーシャルワーカー

コーディネーター：

池田 敏

添田町教育委員会 スクールソーシャルワーカー

テーマ：「座談会

～初任者スクールソーシャルワーカーの動き～」

ファシリテーター：

横山 明希

福岡市教育委員会 スクールソーシャルワーカー

Kiso

テーマ：「スクールソーシャルワーカーに期待すること

～教育現場の声～」

講 師：遠入 哲司

福岡市立城原小学校 校長

2016年4月研修会

クローバープラザ



Shonin
緊張と不安の中で４月を迎

え、戸惑いながら一週間が

経ったところでしたが、今回、

初任者研修を受けさせていた

だいて、どこから始めればよ

いか、何を準備しておけばよ

いかなど具体的な見通しを立

てることが出来ました。事前

準備として、地域を知るとい

うことや委員会の体制を把握

すること、SSWに求められて

いるものを知ることや学校を

知ること、それらの情報収集

の仕方についても様々な方法

を教えていただき、自身の環

境に照らし合わせながら考え

ることが出来ました。

後半のグループワークでは、

気付くことの出来なかった視

点や情報を得るための目的・

手段など、様々な意見を聞か

せていただく中で、自身の視

野をもっと広げていかなけれ

ばならないことや、情報を読

み取る感性や必要な情報を適

切に得るための技術を磨いて

いかなければならないことを

改めて感じました。

これまで現場で毎日子ども

たちと関わってきたので、そ

こを離れ、新たな場所から子

どもたちをサポートしていく

ことに不安の方が勝ってし

まっていましたが、今回の研

修を受け、同じ志を持った仲

間の存在を感じられたことは、

とても心強いものでした。ま

た、なぜSSWを目指そうと

思ったのか、不安と緊張の中

で薄らいでいた原点に改めて

立ち返ることが出来たように

思います。これからも学びを

深め、子どもたちの笑顔のた

めにがんばっていきたいと思

います。

正会員 井上 由紀

今回の特別研修は、「実践

報告～それぞれの良いところ

から学ぼう～」というテーマ

で、コーディネーターの方の

導入から始まり、実践報告と

して、糸島市の高村さん、田

川市の中田さんの2名のSSWか

らの報告を聞かせていただき

ました。糸島市の高村さんは

実際に関わったケースの中で、

どのように他機関と連携を

行ったかが分かりやすく説明

されており、田川市の中田さ

んは市の支援体制という大き

な範囲の中で、SSWとしての

関わりをケースに沿って報告

されていました。どちらも普

段の業務に直結した報告で、

その中でも関係機関、市町村

内の支援体制については悩み

の多い部分であったため、

SSWとしてお二人がどのよう

に町の支援体制に働きかけを

行ったかを聞くことができ、

自分の実践に活かすヒントが

得られたと思います。

私は普段は小さな町の中で

仕事をしているため、他の市

町村がどのような形で支援を

行っているかを知る機会は少

ないですが、今回お二人の話

を聞いて隣の市であってもそ

の支援体制は大きく違うこと

がより具体的にイメージでき

ました。これから町に戻り実

践を行う中で、他の町の良い

ところを見習い、自分の町の

良いところを活かせるような

働きかけをしていきたいと思

います。

正会員 古賀 幸広

Tokubetsu

Strength
Strength

Strength

座談会



今回の基礎研修は、演習や講話を通じて学校

とSSWの連携等に関して再認識する非常に良い

機会となりました。

その中で、SSWと学校の効果的な連携のため

にはお互いをよく理解し合う事が何より必要不

可欠であり、SSWは学校の経営方針や相手が目

指す方向・ベクトルをよく理解し支援方法や対

応の策定をする必要があると実感しました。例

えば、触れ合う楽しさに重点を置いている学校

に対しては「人との出会いや心の通じ合いの体

験」を中心に、学ぶ楽しさに重点を置いている

のであれば「学習意欲の向上や生活体験」を中

心に行う等、各々のベクトルに合わせた支援・

関わりがSSWに求められるのだと学びました。

支援を行うには、その相手が求めている事は何

かを知る事がいかに必要で重要かを再認識出来

ました。

また講話の中で「楽しさを味わっている子ど

もを見て"自分も嬉しい"と感じて表現する大人

のモデルになる」という部分があり、最も印象

深く心に残りました。SSWの業務は、支援する

だけではなく子どもたちの心の成長や学習に多

大な影響を与える事にもなるのだと気付きまし

た。今年度よりSSWとなり日々手探り状態の毎

日ですが、今後もこのような研修を積極的に受

講し自分自身その様なSSWを目指したいと強く

実感しました。

正会員 庄山 春香

Kiso



Senmon

Yousei

テーマ：「家族システムズ・アプローチを用いた

学校ソーシャルワーク実践～前編～」

講 師：奥村 賢一

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 副会長

福岡県立大学人間社会学部社会福祉学科 准教授

テーマ：「学校ソーシャルワーク概論」

講 師： 門田 光司

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 会長

久留米大学文学部社会福祉学科 教授

Kiso

テーマ：「情報収集に関する研修」

講 師：寺田 千栄子

北九州市立大学基盤教育センター地域創生学群 講師

2016年6月研修会

北九州市立大学

北方キャンパス



Yousei
今回、初めて熊本から養成

研修に参加させていただきま

した。4月に起きた熊本地震

後は、心身の疲労に併せ、

「SSWって何のためにいるの

か」「私の役割って何だろ

う」と、職務とアイデンティ

ティの揺らぎの中にいました。

なんだか気持ちが上がりきら

ないまま、エイッ！と福岡へ

参りましたが、このタイミン

グで門田先生の「学校ソー

シャルワーク概論」を受講し

て、SSWとして原点回帰の機

会となりました。そして、気

持ちを新たに頑張れるパワー

をもらったような気がします。

研修では、学校ソーシャル

ワークの起源であるアメリカ

の貧困と教育の問題を背景に、

日本の子どもたちが置かれて

いる現状を知りました。貧困

による格差問題と連鎖、一人

親世帯の増加、児童虐待問題

という中で、教育保障・学習

保障をしていくSSWの立ち位

置を再確認できました。この

点で、今の自分が子どもの状

況を改善するためのソーシャ

ルワークをどこまで出来てい

るか、ミクロ・メゾ・マクロ

の視点で動けているかを振り

返りました。

先日、熊本のSSW勢でも話

し合ったことですが、収入に

よる格差をどう福祉で支える

かはもちろんのこと、貧困状

態により子どもも家庭も将来

への希望が持てない‘心の貧

困’に繋がらないようにする

ことが大切だと感じています。

子どもたちが将来への希望を

もつことが出来るように、私

たち SSWが希望を失わず関

わっていきたいと思いました。

また、冒頭で門田先生から

の「経験だけで動くワーカー

ではなく、理論もきちんと持

つことが必要。そのために研

修の意義がある」という言葉

には、内心ドキッとした所も

ありました。SSWの世界に

入って3年目となり、学校現

場への慣れも出てきたところ

ですが、これが漫然とした業

務消化にならないようにした

いです。今後も理論と実践を

柱に研鑽し続けたいと思いま

す。

準会員 本田 翔子

今回、専門研修では奥村先

生による「家族システムズ・

アプローチを用いた学校ソー

シャルワーク実践」という

テーマで、システム理論を基

盤としてSSWが家庭や学校、

関係機関に対して支援・介入

を行う際に必要な視点を学ぶ

ことができました。

はじめに「家族システム

ズ・アプローチ」と聞き心理

療法を想起していましたが、

「家族や学校、関係機関をシ

ステムととらえること」「相

互作用と交互作用はどのよう

な相違があるのか」「開放性

システムと閉鎖性システムに

はどのような違いがあるのか。

また、実際にはどんな場面に

存在するか」を最初に押さえ

ることにより、システムと

いった概念がとらえやすく

なったと感じました。それに

より、SSWが実践を行う家族

や学校などが一概に同じでは

なく異なっていること、また、

それらのシステムが開放的な

システムである場合、また閉

鎖的なシステムである場合に

はどのような対応を取る必要

があるかが明確となったと思

います。これらのことはSSW

が実践を行うなかでも常に念

頭においておかなければなら

ないと考えました。

次に「一般システム理論」

「自己組織化論」について確

認し、それぞれの良い点と留

意する点について学習しまし

た。私のなかでは、自己組織

化論（動的非平衡システム）

は「揺さぶり」ととらえまし

た。普段、実践を行うなかで

「一般システム理論」「自己

組織化論」をそれぞれ無意識

に上手く活用していると感じ

ました。また、そのシステム

を活用していく場合には、学

校や家庭、関係機関それぞれ

におけるSSWが関係形成して

いくことが基盤となるととも

に重要と感じました。

学校や関係機関を含めて環

境に対してもシステムという

とらえ方をすることで、実践

における関わり方、介入の方

法がさらに明確となると感じ

ました。今回、学ぶことがで

きた視点を意識化し、実践に

落とし込んでいく必要性を改

めて感じました。

正会員 野中 勝治

senmon

I am a

school 

social 

worker !!

System
System

System



今回、初めて福岡県SSW協会の基礎研修に参

加させていただきました。「SSWが行うべき情

報収集」について様々な方とワールドカフェ方

式で意見交換をすることができました。大学で

情報収集をする演習があり、その際にすでに

SSWが持っている情報をどこまで提示していい

のかわからず多くのことを話してしまい、相手

役になぜその情報を持っているのかと問い詰め

られることがありました。SSWの方にこの出来

事を話すと、その情報を提示することが「子ど

もの利益」になるかを考える必要があるとおっ

しゃっており、SSWは子どもの利益を最優先し

なければならないということを改めて考える機

会となりました。また、自分がすでに持ってい

る情報でも本人の口から聞けるようにしている

と言われていて、場の雰囲気づくりやそれまで

の関係づくり、相手との駆け引きも大切だと再

確認できました。

情報収集する際は常に5W1Hを意識しておかな

ければならず、目的意識を明確にすることが大

切だと学びました。大学の演習でこの情報もと

りあえず聞いておこうと思うことが多かったの

で今後は5W1Hを考え、必要最低限の情報収集が

できるよう練習していこうと思います。また、

実際に現場に出たときに関わる人や機関はさま

ざまであり、価値観や考え方も違うということ

を念頭に置いて集団守秘義務の中身の合意形成

をしなければならないと学び、多くの人と関わ

りさまざまな考え方を知っておく必要があると

感じました。SSWにとって情報収集は重要なこ

とではあるけれど、目的を明確にしておかない

と支援に大きな影響が出る可能性があり、情報

収集の難しさを改めて痛感しました。様々な方

と意見交換をすることで自分の視野が広がり、

とても有意義な時間となりました。今後も研修

に参加し、SSWについて理解を深めていきたい

と思います。ありがとうございました。

学生会員 飯盛 友紀

Kiso



会
長
、
台
湾
学
校
社
会
工
作
師
協
会
大
会
に
行
く
!

4
月
に
突
然
、
国
立
台
湾
大
学
の
林

萬
億
教
授
（
台
湾
学
校
社
会
工
作
師
協

会
会
長
）
よ
り
メ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た
。

8
月
2
0
日
（
土
）
に
、
台
湾
学
校
社
会

工
作
師
協
会
主
催
で
台
湾
・
日
本
・

韓

国

に
よ

る
「
台
湾

と

東
ア

ジ
ア

に

お
け
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

す
る
の
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
日

本
の
動
向
を
話
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と

で

あ

っ
た
。
台

湾

に
は

ま

だ
行

っ

た

こ

と

も

な
い

し
、
ま

た

台
湾
の

ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー(

以
下
、

S
S
W)

の

状

況

を

知

る

と

て

も

良

い
機
会
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
、
す
ぐ

に
承
諾
の
返
信
を
し
た
。

い

よ

い

よ

待

ち

に

待

っ

た

8

月

1
8
日(

木)

。
寂
し
く
一
人
で
福
岡
国

際
空
港
を
1
3
時
ご
ろ
に
飛
び
立
ち
、

2
時
間
後
、
台
湾
桃
園
国
際
空
港
に
到

着
。
空
港
で
は
、
中
国
文
化
大
学
の
廖

明
鈺
准
教
授
（
前
台
湾
S
S
W
）
と
ご

主
人
が
迎
え
に
き
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
。
空
港

か

ら
自

家

用
車

で

台
北

市

内

に

行

き
、
ま

ず

は

観

光

で
「
台

北

1
0
1
」
の

ス

カ

イ

ラ

ウ

ン

ジ

で

台

北
市
内
を
眺
望
し
た
。
そ
の
あ
と
、
1

階

に

あ

る

鼎

泰

豐(

デ

ィ

ン

タ

イ

フ

ォ

ン
）
で

小
籠

包

を
ご

ち

そ
う

に

な
っ
た
（
後
で
分
か
っ
た
の
だ
が
、
博

多
駅
に
あ
る
博
多
阪
急
に
も
こ
の
店

が

入

っ

て

い

た
）
。
本

当

に

お

い

し

か
っ
た
！

翌
日
、
8
月
1
9
日
（
金
）
の
午
前
中

は
自
由
時
間
だ
っ
た
の
で
、
一
人
で
地

下
鉄
を
乗
り
継
ぎ
「
故
宮
博
物
院
」
に

行
っ
た
。
た
っ
ぷ
り
2
時
間
、
見
事
な

歴

史

遺

産
を

堪

能
し

た
。
午

後
か

ら

国
立
台
湾
大
学
で
2
時
間
の
ミ
ニ
シ

ン

ポ

ジ

ウ
ム

が

あ
っ

た
。
韓

国
側

か

ら
4
0
分
、
日
本
は
私
が
4
0
分
、
残

り

の

時

間

を

参

加

し

た

台

湾

の

S
S
W
や
院
生
た
ち
に
よ
る
質
疑
応

答

で

時

間
が

過

ぎ
た
。
韓

国

か
ら

は

韓
国
学
校
社
会
福
祉
士
協
会
の
会
長

及
び
国
際
委
員
会
委
員
長
、
韓
国
で
最

初
の
S
S
W
で
あ
る
尹
喆
洙
教
授
が

発

表

さ

れ
た
。
韓

国

の
協

会

役
職

者

は
2
年
毎
に
替
わ
ら
れ
る
の
で
、
今
回

は
初
め
て
お
会
い
し
た
。
し
か
し
、
尹

教
授
と
は
以
前
、
韓
国
の
S
S
W
調
査

で
ソ
ウ
ル
に
行
っ
た
際
、
お
会
い
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
歓
迎

の
夕
食
会
で
は
、
4
名
ほ
ど
の
韓
国
の

協
会
メ
ン
バ
ー
が
来
て
お
り
、
そ
の
一

人
は
前
会
長
（
福
岡
市
に
も
来
福
さ
れ

た
）
の

J
e
o
n

氏

で

同

じ

く

久

し

ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
た
。

い
よ
い
よ
8
月
2
0
日
（
土
）
、
午
前

中
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

韓
国
か
ら
3
名
が
韓
国
の
S
S
W
の

発
展
経
緯
や
現
状
に
つ
い
て
、
続
い
て

私
が
日
本
の
学
校
の
現
状
と
S
S
W

の
発
展
経
緯
と
課
題
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
そ
の
後
、
台
湾
の
S
S
W
た
ち

と
の
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

昼

食

時

で

は
、
韓

国
や

台

湾
の
メ

ン

バ
ー
た
ち
と
の
楽
し
い
歓
談
が
な
さ

れ
、
S
S
W
の
研
究
を
し
て
い
た
こ
と

で
得
ら
れ
た
こ
の
機
会
を
感
謝
し
た
。

午
後
か
ら
は
台
湾
の
S
S
W
た
ち
に

よ
る
実
践
発
表
が
７
つ
行
わ
れ
た
が
、

中
国
語
の
た
め
、
自
由
時
間
と
な
っ
た
。

外
の
気
温
は
3
5
℃
程
度
で
湿
気
が

凄
く
、
汗
が
す
ぐ
に
し
た
た
り
落
ち
る

状
況
だ
っ
た
が
、
以
前
、
テ
レ
ビ
で
台

湾
の
温
泉
特
集
を
し
て
い
た
の
で
、
ぜ

ひ
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
廖
教
授
に

尋
ね
る
と
、
こ
こ
か
ら
地
下
鉄
で
4
0

分
程
度
で
行
け
る
と
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
ま
た
ま
た
一
人
で
い
ざ
！
温
泉

に

向

か

っ
た
。
駅

に

つ
く

と

大
変

な

人

だ

か

り

で
祭

り

か

と
思

っ

た
が
、

P
o
k
e
m
o
n

G
O
（
台
湾
は
8

月

4

日

配
信
）
の

人

だ
か

り

で
あ

っ

た
。
「
水
美
温
泉
会
館
」
で
し
た
た
る
汗

を
流
し
、
廖
教
授
が
1
8
時
に
懇
親
会

を
開
い
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
な

の
で
、
地
下
鉄
に
乗
り
、
待
ち
合
わ
せ

の
台
北
駅
北
２
の
出
口
に
向
か
っ
た
。

「
灶
（
M
U
）
」
と
い
う
居
酒
屋
で
5
名

の
台
湾
の
チ
ー
フ
S
S
W
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
あ
っ
と
言
う
間
の
本
当
に

楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、

彼
ら
が
台
湾
の
S
S
W
の
活
動
動
画

を
作
り
、
Y
o
u

T
u
b
e
で
公
開

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
。
題
名
は
「
探
索
学
校
社

会
工
作
師
」
で
あ
る
。
生
徒
が
い
な
く

な

り

探

し
回

る

設
定

で

あ
っ

た
。
台

湾
の
チ
ー
フ
S
S
W
た
ち
と
活
動
に

つ
い
て
話
し
て
い
る
と
、
本
当
に
私
た

ち
福
岡
の
S
S
W
の
活
動
と
類
似
し

て
い
た
。
私
の
い
つ
も
の
調
子
で
、
ぜ

ひ
台
湾
の
S
S
W
と
福
岡
の
S
S
W

の
交
流
の
輪
を
今
後
と
も
深
め
よ
う

と
約
束
し
あ
い
、
翌
日
台
湾
を
離
れ
た
。

日

本

に

戻

り
、
林

教
授

か

ら
お
礼

の

メ
ー
ル
が
届
い
た
。
そ
の
内
容
に
は
、

台
湾
の
S
S
W
た
ち
が
福
岡
訪
問
を

計

画

し

て
い

る

と
書

い

て
あ

っ
た
。

実
現
し
た
ら
い
い
な
。



Taiwan

お
待
ち
か
ね
の

小
龍
包

故宮博物院

台湾・韓国のSSWとの合同写真

台北101

韓国のSSW研究者たちと

台湾のチーフSSWたちと





Piecesでは、SSWに関わる方々を、リレー形式でご紹介していきます！

発行責任者： 奥村 賢一

編集担当 ： 広報委員会 蒲池 恵 福嶋 美紗 上野 健太 渡邊 夢（協力員）

お問い合わせ

福岡県スクールソーシャルワーカー協会 事務局

〒804-8550

北九州市戸畑区仙水町1-1

九州工業大学 学生総合支援室（担当：下田）

TEL:093-884-3726 / FAX:093-884-3726

はじめまして。今年度(平成28年度)より大刀洗町でスクールソーシャルワーカー(以下、SSW)をしております、庄山春香と申

します。大刀洗町は、今年度より常勤のSSWを採用しており、私は現在教育委員会に在籍しております。SSW1年目で、この

Piecesに掲載していただけることになり緊張していますが、少しお話しできたらと思います。

私がSSWの存在を知ったのは、大学2年生の時でした。福祉分野に進む前は、教師や保育士など子どもに関わる仕事に憧れを

持っていたこともあり、SSWという職種を知った時"将来私はこの仕事に就くだろうな"、ふとそう思いました。その思いが叶っ

て、私はこの4月からSSWとなり、執筆している現在は9月中旬です。SSWになり半年が経とうとしています。

1年目かつ1人職場で、知識不足や経験不足で悩むこと・落ち込むことは多々あります。しかし、学校の先生方との関わりや教

育委員会の方々の支え、研修会での学び、SSWの方々との繋がり、そして何より子どもたちの笑顔が私にとって大きな力になっ

ています。さらに、自信を失っている時や落ち込んだ時、いつも"3年後どんなSSWで在りたいのか"を必ず考えるようにしていま

す。

SSWとしても、人としてもまだまだ未熟な私ですが、逆にまだまだのびしろや可能性があるのだと捉えています。子どもたち

を中心とした、人々との関わりを大切に、経験を積み、知識を身につけ、向上心を持ち、感謝の気持ちを忘れずに、今後も少し

ずつ成長していきます。そしていつか「この町のSSWがあなたで良かった」と言ってもらえるようなSSWになります。

FASSWより：協会情報は、ホームページとFacebookにも掲載しております！！

ホームページ fassw-2012.jp

Facebook 「福岡県スクールソーシャルワーカー協会」

研修委員会より：次回の研修会は、12月10日（土）です。詳細はメーリング等にて

ご案内します。ご参加お待ちしています。

広報委員会より：広報委員会では年3回広報誌を配信しております！

次号も乞うご期待！！

Haruka Shoyama
大刀洗町教育委員会 スクールソーシャルワーカー


